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研究成果の概要（和文）：20歯以上を有しているにも関わらず、十分な咀嚼機能を発揮できない高齢者の『形態
と機能の乖離』の背景に、咀嚼筋のサルコペニアの存在があるのではないか、という仮説を検証するため55歳以
上の一般地域住民253名を調査した。
その結果、20歯以上を持つ138名中、咀嚼機能低下者は5名で、そのうち咀嚼筋サルコペニアを有する『形態と機
能の乖離』した者は3名であった。『形態と機能の乖離』の頻度が少なかった要因として、解析対象者が比較的
若年だったことが挙げられる。また十分なサンプルサイズが得られなかったことも要因のひとつと推察される。
今後は更にコホートを拡大し、高齢者の『形態と機能の乖離』を追求する必要がある。

研究成果の概要（英文）：To test the hypothesis that the existence of sarcopenia of masticatory 
muscles may be behind the "discrepancy between form and function" in elderly people who cannot fully
 exercise masticatory function despite having 20 or more teeth, 253 general local residents aged 55 
or older were surveyed.
The results showed that among 138 people who had more than 20 teeth, 5 had decreased masticatory 
function, and 3 of them had "discrepancy between form and function" with sarcopenia of masticatory 
muscles. One of the reasons for the low frequency of "discrepancy between form and function" was 
that the subjects were relatively young. Another reason may be that the sample size was not large 
enough. In the future, it will be necessary to further expand the cohort and pursue the "discrepancy
 between form and function" in the elderly.

研究分野：高齢者歯科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の結果、20歯以上を有しているにも関わらず十分な咀嚼機能を発揮できない『形態と機能の乖離』のある
者は、比較的若い高齢者には少ないことが明らかになった。今後更にコホートを拡大し、高齢者の咀嚼筋サルコ
ペニアと『形態と機能の乖離』との関連が明らかとなれば、歯科治療の需要が形態回復に主眼を置いた「健常者
型」から機能回復に主眼を置いた「高齢者型」にシフトすると予測される本邦の現状に即した口腔保健への提言
が可能となると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 80 歳で 20 歯を有する高齢者，いわゆる 8020 達成者の割合は 2016 年の歯科疾患実態調査では
51.2%にまで増加した．これは積年の 8020 運動の成果である． 
しかしながら一方で，20 歯以上を有し歯列・咬合の形態的な健全性を維持しているにも関わら
ず，十分な咀嚼機能を発揮できない『形態と機能の乖離』した高齢者を目にする機会も少なくな
い．このような『形態と機能の乖離』の背景に，嚼筋量の減少と筋力低下，すなわち咀嚼筋のサ
ルコペニアの存在があるのではないか，という仮説を持ったのが本研究の背景である． 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，咀嚼筋のサルコペニアと現在歯数，咀嚼機能との関連をコホート研究にて検
証する．さらに『形態と機能の乖離』を予測する咀嚼筋のサルコペニアの病態のしきい値を検討
する． 
 
３．研究の方法 
 岩手県花巻市大迫町に居住する 55 歳以上の地域一般住民を対象に，家庭血圧測定，脳心血管
病危険因子の調査および歯科検診を実施した． 
 調査内容は循環器疾患の検査として，家庭血圧測定，頭部 MRI 撮影，頸動脈超音波検査，上腕
‐足首間脈派伝播速度測定，血液生化学データ測定および危険因子（BMI，喫煙，飲酒等）につ
いて調査した． 
歯科検診では，健全歯，う蝕歯，修復歯，欠損歯などの口腔内診査に加え，聞き取りによる口腔
関連 QOL，主観的咀嚼機能の調査，咬合力測定システム用感圧フィルム（「デンタルプレスケー
ル II」,GC）と咬合力分析ソフト（「バイトフォース アナライザ」，GC）を用いた咬合力検査，咀
嚼機能検査キット（グルコース含有グミ「グルコラム」と専用グルコース量測定器（製品名「グ
ルコセンサーGS－II」,ともに GC 社）を用いたグルコース溶出法による咀嚼能率検査，口腔内細
菌カウンタ（NP-BCM01-A，ヨシダ）を用いた口腔内細菌数検査，口腔水分計（ムーカスၥ，LiFE）
を用いた口腔湿潤度検査，および JMS 舌圧計を用いた舌圧測定を実施した．当初予定していた咀
嚼筋超音波エコー検査は検診の時間的制約のため実施できなかった． 
検診後は，検査結果を循環器内科専門医が総合評価し，対象者個別に生活習慣についての指導を
行い，必要に応じて専門医療機関への受診を勧めた．歯科検診においても歯科医師による口腔内
診査で要治療と判断された場合には，口頭と文書の両方で説明し，歯科医療機関への受診を促し
た．また，顎骨病変や腫瘍など重篤な疾患が疑われる場合には，専門医療機関に紹介するととも
に情報提供を行うこととした． 
 
４．研究成果 
2018 年度は大迫町外川目地区にて 4回の検診（2018 年 11 月 14 日，11 月 30 日，2019 年 2 月
8 日，2月 22 日)を実施し，99 名（女性 65 名，平均年齢 67.0 歳）の受診を得た．2019 年度は大
迫町大迫地区にて 4回の検診（2019 年 11 月 1 日，11月 20 日，12 月 18 日，2020 年 2 月 7 日）
を実施し，91 名（女性 56 名，平均年齢 69.6 歳）の受診を得た．2020 年度から 2021 年度の 3年
間は新型コロナウイルス感染拡大のため全日程が中止となり，新規の検診データは得られなか
った．2022 年度は大迫町亀ケ森地区にて 3年ぶりに 3回の検診（2022 年 11 月 7日，11 月 14 日，
2023 年 1 月 25 日）を実施し，62 名（女性 37 名，平均年齢 65.2 歳）の受診を得た．2023 年度
は大迫町内川目地区にて 4回の検診（2023 年 10 月 19 日，11 月 2 日，12 月 18 日，2024 年 1 月
10 日）を実施し，93 名（男性 41 名，平均年齢 70.7 歳）の受診を得た． 
以上より，本研究期間内に合計 345 名に対し検診を実施した． 
 2022 年度，2023 年度の検診データについては現在集計中であるため，解析は 2017 年度から
2019 年度の検診参加者のうち，研究参加への同意と有効なデータの得られた 253 名（2017 年度：
84 名，2018 年度：83 名，2019 年度：86 名）を対象に横断的に実施した． 
 解析対象者の平均年齢(Standard Deviation：SD)は 69.4 (8.4)歳，女性が 63.3%（159 名）で
あった． 
現在歯数の平均値 (SD)は 17.0 (9.6)歯，中央値（四分位範囲：IQR）は 21 (9-25)歯であった．
20 歯以上を有する者は 54.6%（138 名）だった．  
 咀嚼筋のサルコペニアの代替指標として用いた咬合力の平均値(SD)は 352.3 (295.7) N，中央
値 (IQR)は 263.9 (113.6-515.0) N であった．口腔機能低下症の診断に用いられる咬合力の基
準値 500N を満たしていない者，すなわち本研究における咀嚼筋サルコペニアの該当者は 74.7%
（189 名）であった． 
 咀嚼機能検査キットを用いたグルコース溶出濃度の平均値 (SD)は 163.7 (58.0) mg/dL であ
った．口腔機能低下症の診断に用いられる咀嚼機能検査の基準値 100 mg/dL を満たしていない
者，すなわち本研究における咀嚼機能低下者は 16.2 % （41 名）であった． 
 20 歯以上を持つ対象者のうち，咀嚼機能検査で低下ありの判定だったのは，138 名中 5名で，
3.6%のみであった．この 5名の咬合力の平均値(SD)は 377.8 (190.2 ) N と低く，そのうちの 3
名が 500N 未満の咀嚼筋サルコペニアに該当した． 



 本研究では 20 歯以上を有し歯列・咬合の形態的な健全性を維持しているにも関わらず，十分
な咀嚼機能を発揮できない『形態と機能の乖離』した者は非常に少なかったため，咀嚼筋のサル
コペニアと現在歯数，咀嚼機能との関連を詳細に検討することはできなかった．『形態と機能の
乖離』の頻度が少なかった要因として，解析対象者が比較的若年だったことが考えられる．また
解析には集計中の 2022 年度，2023 年度のデータが含まれていないため十分なサンプルサイズが
得られなかったことも要因のひとつと推察される．今後は更なるコホートの拡大を図り，高齢者
の『形態と機能の乖離』を追求する予定である． 
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